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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、AMP活性化プロテインキナーゼ（AMPK）の調節サブユニットです。AMPKは、α触媒サブユニットと非触媒βおよびγサブユニットからなるヘテロ三量体です。AMPKは、細胞のエネルギー状態を監視する重要なエネルギー感知酵素です。細胞の代謝ストレスに反応してAMPKは活性化され、脂肪酸とコレステロールのde novo生合成の調節に関与する重要な酵素であるアセチルCoAカルボキシラーゼ（ACC）とβ-ヒドロキシβ-メチルグルタリルCoA還元酵素（HMGCR）をリン酸化して不活性化します。このサブユニットはAMPKのγ調節サブユニットの1つです。主に骨格筋で発現しています。ブタの同等のサブユニットに関する研究は、このサブユニットが骨格筋におけるエネルギー代謝の調節に重要な役割を果たす可能性を示唆しています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PRKAG3マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PRKAG3 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸組織の免疫組織化学分析。

